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超解像の代表的なものとして、ML(Maximun-likelihood) 法、MAP(Maximum a posteriori)
法 [4][5]、IBP(Iterative backward projection)法 [6]、周波数領域手法 [7]、POCS(Projection
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Fig. 3.10: ランダムに選出された特徴点 1
Fig. 3.11: 透視投影変換後の比較 1
13
Fig. 3.12: ランダムに選出された特徴点 2
Fig. 3.13: 透視投影変換後の比較 2
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Fig. 3.14: ランダムに選出された特徴点 3









3.2.3 Sum of Absolute Dierenceによる画素値ベースの位置合わせ処理
透視投影変換による位置合わせ処理を行った後、さらなる位置合わせの精度向上のため、











置であるとする。5 × 5ピクセルの画像（Fig.3.16と Fig.3.17）を用いて例を示す。ここで、
各画像の太線で囲まれた部分が 1ピクセル、太線内部の細い線が 1本につき 10の輝度値と
する。
Fig. 3.16: 5 × 5ピクセルの画像例 1 Fig. 3.17: 5 × 5ピクセルの画像例 2
この例では上下左右に 1ピクセルずつまで移動させることとする。Fig.3.16を基点とし、
Fig.3.17を移動させた時の例を Fig.3.18に示す。
画像例が 5 × 5ピクセルに対し、1ピクセルずつまで移動させるので、計算する範囲は 4
× 4ピクセルとする。また、2枚の画像が重なっている範囲が 4× 4ピクセル以上ある場合、















Fig. 3.19: Average Hashの流れ
Fig.3.19の場合では、生成されるビット列は 1番下の行は「01111110」、下から 2番目の行
は「10111101」となる。本研究では精度を重視するために、予備実験の結果から、縮小化す
る正方形部位を 30 × 30ピクセルに変更して類似度を求めた。
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3.3 再構成処理









Yk = DkHkFkX + Vk k = 1; :::; N (3.5)


























また、式中の pは最小誤差問題の Lノルムについての記述であり、本研究では p = 1、つま
り L1ノルムを扱う。


















k sign (DkHkFkXn   Yk)

: (3.9)













このプロトタイプは 12個のカメラ (AXIS M1011-W)から構成されていて、各カメラの解























処理を行う方法を提案する。まず初めに、任意に選択した i番目の観測画像 (1,2,   ,i,   ,N)
からROIiを手動で切り取る。カメラによって撮影された観測画像を Fig.3.21に、切り取っ
た観測画像を Fig.3.22に示す。
Fig. 3.21: 撮影した観測画像 Fig. 3.22: 手動で切り取った観測画像
この切り取った観測画像を基に、SURFによる特徴点マッチングを使用して画像間で対応














































処理を行った倍率は 3 × 3倍である。
4.1 近距離撮影画像に対する超解像処理
まず初めに、近距離を撮影した Fig.3.22に対して超解像処理を行う。bi-linear法を用いて
拡大した結果を Fig.4.1に、観測画像 12枚を用いた提案超解像手法の結果を Fig.4.2に示す。
また、これらの拡大画像を Fig.4.3、Fig.4.4に示す。


























































































Fig. 4.29: 近距離撮影画像を用いた超解像処理結果の S/N比
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Fig. 4.30: 遠距離撮影画像を用いた超解像処理結果の S/N比
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